
令和７年度事業に関する 

池田町教育委員会の事務の管理及び執行状況の点検及び評価報告書 

 
 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 26 条第１項の規定に基づき、池田町

教育委員会では、令和７年度の教育委員会活動の取り組み実績について評価をするた

めに、下記２名の学識経験者を教育行政評価委員として委嘱し、ご意見をいただきま

した。つきましては、別添の評価をご報告します。 

　なお、池田町教育委員会では、評価委員の貴重なご意見を鑑み、本評価における成

果や課題について再認識し今後の施策改善に反映させるとともに、目指すべき方向に

ついてより具体的で効果的な教育行政の推進を図って参ります。 
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令和７年度事業　池田町教育行政点検・評価報告書 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 26条第１項の規定により、令和７年度

における教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検・評価を

実施しましたので、下記のとおり報告します。 

 

記 

◇点検・評価項目 

① 教育行政の遂行 

② 義務教育のあり方検討委員会 

③ 学校園運営協議会（コミュニティ・スクール） 

④ 部活動改革検討会 

⑤ セカンドステップ 

⑥ 就学援助費給付 

⑦ ＩＣＴ支援業務 

⑧ こどもの学び塾支援事業 

⑨ 保小中 15年プラン推進 

⑩ 中間教室 

⑪ スクールバス運行事業経費 

⑫ 地域おこし協力隊活動事業 

⑬ 文化財保護業務 

⑭ 浅原六朗文学記念館管理運営 

⑮ 小中学校への人員配置 

⑯ 学校給食費補助 

⑰ 認定こども園運営 

⑱ 認定こども園施設管理 

⑲ 児童クラブ・児童センター管理運営 

⑳ 放課後子ども教室運営 

㉑　交流センター管理運営 

㉒　公民館講座　新池田学問所 

㉓　男女共同参画推進 

㉔　図書館管理運営 

㉕　図書資料 

㉖　美術館管理運営 

㉗　創造館管理運営 

㉘　多目的研修集会施設管理運営 

㉙　公園管理 

㉚　各種体育施設の管理運営及び体育振興 

 



①　教育行政の遂行 

定期的な教育委員会の開催により、学校教育並びに社会教育の基本方針等を　　

決定し、遂行した。 

池田町第２次教育大綱施行後７年目を迎え、総合教育会議で成果と課題及び力を

入れるべき教育施策について町長と共通認識を持つことができている。今後も町長

との連携強化を図りながら、教育大綱の具現化に向けた取り組みを進められたい。 

・定例教育委員会　月１回　・臨時教育委員会　１回　・総合教育会議　１回開催 

 
令和７年度　定例教育委員会の会議状況

 
開催期日 会議の主な内容等

 
４月 28 日 

（定例会）

・池田町立小・中学校職員服務規程の全部を改正する規程の制定

について 

・学校職員の勤務時間等に関する規程の一部を改正する規程の制

定について 

・池田町立小・中学校における学校職員のフレックスタイム制実

施要領の制定について 

・池田町中間教室設置要綱の一部を改正する要綱の制定について 

・池田町学校園運営協議会委員の委嘱について 

・池田町教育委員会教育支援委員会委員の委嘱について 

・池田町教育行政評価委員の委嘱について 

・池田町義務教育のあり方検討委員会委員の委嘱について 

・池田町放課後子ども総合プラン運営委員の委嘱について 

・池田町社会教育委員の委嘱について 

・池田町スポーツ推進委員の委嘱について

 
５月 29 日 

（定例会）

・長野県教育委員会及び池田町教育委員会相互の任免及び人事等 

に関する了解事項の取り交わしについて 

・池田町学校園運営協議会規則の一部を改正する規則の制定につ

いて 

・池田町放課後児童クラブ運営規則の一部を改正する規則の制定

について 

・池田町学校園運営協議会委員の委嘱について 

・池田町教育委員会教育支援委員会委員の委嘱について 

・池田町男女共同参画まちづくり推進協議会委員の委嘱について 

・一般会計補正予算（第２号）について

 
６月 23 日 ・池田町図書館協議会委員の委嘱について 

・令和７年度就学援助者の認定について 



 
（定例会） ・令和７年度二十歳のつどいについて 

・令和８年度以降の美術館・創造館運営方針（案）について

 
７月 17 日 

（定例会）

・池田町立美術館運営協議会委員の委嘱について 

・あづみ野池田クラフトパーク運営協議会委員の委嘱について

 
８月 21 日 

（定例会）

・池田町立美術館及び池田町創造館の指定管理者募集について 

・池田町公民館規則の一部を改正する規則の制定について 

・一般会計補正予算（第４号）について 

・令和６年度事業　池田町教育行政点検・評価報告書について

 
９月 18 日 

（定例会）

・池田町就学前教育・保育施設整備事業補助金交付要綱の制定に

ついて 

・池田町立美術館、池田町創造館指定管理候補者選定に係る審査

会委員の委嘱について 

・池田町立美術館、池田町創造館指定管理候補者選定に係る審査

要領の策定について

 
10 月 30 日 

（定例会）

・池田町立美術館、池田町創造館指定管理候補者選定審査会 審査

報告 

・令和７年度就学援助者の認定について 

・浅原六朗文学記念館協議会委員の委嘱について 

・池田町文化財保護委員の委嘱について 

・池田町立美術館、池田町創造館指定管理候補者の不選定につい 

　て

 
11 月 18 日 

（定例会）

・一般会計補正予算（第７号）について

 
12 月 18 日 

（定例会）

・池田町立美術館、池田町創造館指定管理候補者選定の審査要領

（案）について

 
１月 15 日 

（定例会）

・池田町立美術館、池田町創造館指定管理候補者の選定について

 
２月 19 日 

（定例会）

・一般会計補正予算（１・３月補正）について 

・中学生自転車通学補助金交付要綱の制定について 

・池田町特別職の職員等の給与に関する条例の一部を改正する条

例の制定について 

・池田町特別職の職員等の給与に関する条例及び池田町執行機関

の附属機関設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

・令和７年度就学援助者の認定について 

・池田町認可外保育施設児童処遇向上事業補助金交付要綱の一部

を改正する要綱の制定について 



 

 

②　義務教育のあり方検討委員会 

　　　少子化による児童生徒数の減少に対応した教育環境及び町における義務教育の

あり方について総合的な見地から検討するため、池田町義務教育のあり方検討委員

会を設置し、委員会から答申を受けた。教育委員会で答申について検討されたい。 

　　・検討委員会　６回開催 

 

③　学校園運営協議会（コミュニティ・スクール） 

『地域と共にある園・学校づくり』『園・学校を核とした地域づくり』実現に向

け、活動を進められている。ボランティア参集、組織づくり等に課題はあるが、子

どもの数が減り、保護者の活動に限度がある中地域からの支援は必要なので、活発

な活動を期待する。 

　　・推進委員会　４回　　協議会　４回開催 

 

 ・総合教育行政会議について

 
３月 12 日 

（臨時会）

・公文書公開請求について

 
３月 24 日 

（定例会）

・池田町中間教室設置要綱の一部を改正する要綱の制定について 

・池田町教育委員会規則で定める申請書等の押印の特例に関する

規則の一部を改正する規則の制定について 

・池田町教育委員会告示で定める申請書等の押印の特例に関する

要綱の一部を改正する要綱の制定について 

・池田町立美術館運営方法検討委員会設置要綱の制定について 

・義務教育のあり方検討委員会の答申を受けて

 
令和７年度　総合教育会議の会議状況

 
開催期日 会議の主な内容等

 
３月 12 日 ・次年度教育関係予算について 

・第２次教育大綱施行８年目へ　中間見直し 

・義務教育のあり方検討委員会について



④　部活動改革検討会 

国の推進する「部活動地域移行」について、これまで教員が担ってきた部の指導

を団体関係事業に代わりに行ってもらう地域の活動に位置づけるという方針を受

け、その実現に向けた討議をスポーツ協会会長や中学校 PTA 会長などで構成した部

活動地域連携・地域移行に関する連絡協議会を行っている。子どもたちの充実した

活動のために良い方策を生み出していただきたい。 

・部活動の地域展開連絡協議会　３回開催 

 

⑤　セカンドステップ 

研修を受けた元教員等による団体に事業委託し、劇などを通して友達との接し方

を学んでいる。相互理解や感情のコントロール等を学ぶ良い機会となっている。 

効果が出るよう期待したい。 

・両小学校１年生　各６回、２年生　各２回開催 

 

⑥　就学援助費給付 

対象者となる準要保護者の経済的負担の軽減を行った。学用品費、修学旅行費等 

の補助のほか、新入学学用品費の前倒し支給を継続実施するなど家庭負担を考慮し 

ている。　 

　　※町が令和６年７月からの給食費を無償化したことにより、就学援助費の支給額も 

減少している（就学援助制度では、給食費全額を支給するため、保護者負担が 

減れば就学援助費の支給額も減ることになる）。 

 

 

 
　項目 数値 前年度との比較

 
要保護、準要保護者数 65人 △３人

 
支給額 3,298,422 円 △439,001 円※



⑦　ＩＣＴ支援業務 

小中学校の学習での ICT の活用に関し、専門業者に委託し支援員２名体制で教 

員をサポートし、また環境整備を行っている。  

　　専門業者からの支援は、子ども達の教育的効果を上げるだけではなく教員の働き 

方改革にもつながるので、今後も支援を受けられるよう図られたい。 

　　　・ＩＣＴ支援業務委託料　　　　　　　　　　　　　　　　　 3,850,000 円  

 

⑧　こどもの学び塾支援事業 

・教科学習支援 

　【水曜ステップアップ塾】 

毎週水曜日の放課後、（中学生は夏休み有）に児童生徒が行う宿題等の自主学習

に対し、元教員等のボランティアが学習支援を行っている。子どもの自主学習の習

慣づけに大きな役割を果たしている。 

　　　学習支援ボランティア　　　　　　　　　　　　12 人 

 

・ふるさと学習支援 

　【土曜ふるさとクラブ】 

児童生徒保護者対象に、地域ボランティアの方を講師に様々な活動を行って 

いる。親子が共に楽しみながら地域の方や幅広い友達と交流でき、かつ豊かな体 

験が出来る有意義な場となっている。 

　指導者の力は有難く、今後も貴重な体験が出来るよう続けられたい。 

 

 
学校名 登録児童生徒数 開催回数

 
池田小学校 29人 30 回

 
会染小学校 20人 32 回

 
高瀬中学校 32人 37 回



　　　※クラブ内訳：自然体験、パン作り、子どもキッチン、布遊び、美術、太鼓、 

編み物、けん玉・こま、高瀬川、野あそび 

 

⑨　保小中 15 年プラン推進 

　　　実践ガイドブックを共有し、保小中 15 年プランの理解を図るとともに、合同研 

修会、各機関どのように保育・教育を行っていて、子ども達の様子はどうか参観し 

合う旬間設定及び、目指す 15 歳の姿はどうか中学３年生の参観等を行い、保育士・ 

教師力を高め合っている。 

教職員の異動があっても同じ意識で取り組みを続けていかれるよう、地道に取り 

組みを進められたい。 

　・合同研修会　３回　　・参観旬間　２回（２週間） 

 

⑩　中間教室 

　　　家庭、学校及び多世代相談センターと情報を共有し、効果的に児童生徒に支援を

行うよう努めた。 

学校に足が向きにくい子どもの居場所や学びの場として効果的な活動ができて 

いる。更に関係者と情報共有しながら支援を進めて欲しい。 

　・登録児童生徒数　13人 

 

⑪　スクールバス運行事業経費 

　　　登下校の手段として、会染小学校児童用にスクールバスを運行している。　登下 

校に欠かせない事業であるため、引き続き支障無く運行できるよう配慮されたい。 

 
項　目 実　績 前年度との比較

 
クラブ数 10※ ＋１

 

参加者
児童生徒 124 人 ＋２人

 
保護者 93 人 ＋３人



 

⑫　地域おこし協力隊活動事業 

　　　子育て教育施策及びコミュニティ・スクールに関する広報活動、部活動指導員、

その他教育に関する活動の推進のため、協力隊員を募集し採用した。今後の活躍に

期待したい。 

　　　・協力隊員　１名 

 

⑬　文化財保護業務 

地域住民の文化活動支援として、岡麓を偲ぶ友の会主催の「岡麓遺墨展」や、記

念集、DVD 作成への協力を行った。今後も文化財を知り大切にしていく風土が育ま

れるよう図られたい。 

・文化財資料館来館者数　117 人（前年度より 39 人減） 

 

⑭　浅原六朗文学記念館管理運営 

例年開催しているてるてる坊主童謡まつりの他、文化財資料館・浅原六朗文学記

念館の企画「わくわく歴史文化の日帰りバスツアー」や、浅原六朗を偲び～ミニコ

ンサート「讃美歌の集い」開催と浅原文庫の公開など、様々な事業にも取り組まれ

ているので、今後とも文化活動を充実されたい。 

・来館者数　247 人（前年度より 142 人減）　 

 
項　　目 実績額 前年度との比較

 
会染小学校スクールバス運行委託料 4,484,700 円 ＋572,880 円

 
項　　目 実　績

 

てるてる坊主童謡まつり

コンサート部門 15 組出場

 
アート作品部門 16 点応募

 
わくわく歴史文化の日帰りバスツアー 26 名参加

 
こども・おとながつくる詩・短歌・俳句 530 点応募



⑮　小中学校への人員配置 

会計年度任用職員として小学校に教育支援員、中学校に教科講師及び、各校に 

　　図書館司書を配置した。児童生徒が円滑に学校生活を送り、学びが充実するよう 

引き続きサポートに努めてほしい。 

 

⑯　学校給食費補助 

子育て支援策の一助として、令和６年７月からの給食費を無償化している。 

物価高騰の中、保護者負担を減らすことはとても有効と思われる。 

 

⑰　認定こども園運営 

園の給食では、アレルギー児等への除去食や宗教食への対応など大変配慮されて

いる。 

保育園が統合され、子どもたちは保護者が考えている以上に交流ができているよ

うで、良かったのではないかと思われる。依然として保育士不足は解消されていな

いようなので、働く職員にとっても良い環境で保育・教育が進められることを望む。 

　会染保育園舎を活用した民間事業者による新規教育・保育事業に対し、整備費の 

補助を行っている。新しい民間の保育園の今後の展開に期待したい。 

 

 

 
項　　目 配置人数 報酬手当等

 
教育支援員 各小学校　４名 18,740,959 円

 
教科講師 中学校　３名 12,376,126 円

 
図書館司書 各校　１名 8,972,013 円

 
項　　目 小学生 中学生

 
町補助額（年額） 64,300 円 74,500 円

 
保護者負担 0円 0円



　　※Ｒ８.３.31 現在 

 

⑱　認定こども園施設管理 

安全な施設の維持管理に引き続き取り組んでいる。今後も児童が安全に園生活を 

送れるよう努められたい。 

 

 

⑲　児童クラブ・児童センター管理運営 

就労などにより、放課後保護者が家庭にいない児童の生活及び遊びの場を提供し、 

自主性、社会性、創造性の向上や基本的生活習慣の取得のための育成支援を行った。 

　また、夏休み中の子ども達のために、女性団体連絡協議会、社協、子ども教室共催

で夏休みイベント「みんなでチャレンジ」を開催した。 

・参加人数　池田地区 59名　会染地区 61 名 

 
項　　目 園児数※ クラス数 職員数

 
保育園児 138 人 ９ 39 人

 
前年度との比較 △５人 △２ △３人

 
施設名 施設修繕料 前年度との比較

 
池田保育園 1,436,289 円 △1,360,208 円

 
会染保育園 0円 △93,920 円

 
施設名 施設工事費 前年度との比較

 
池田保育園 0円 △15,092,000 円

 
会染保育園 587,675 円 △2,657,325 円

 
施設名 年間延べ利用者数 前年度との比較

 
池田児童クラブ 6,724 人 △768 人

 
会染児童クラブ 13,853 人 △139 人



 

⑳　放課後子ども教室運営 

誰でもが利用できる安心安全の場を提供し、友達や異年齢での関わり、地域の 

人との交流などを通し、遊びの幅を広げ自主的な活動をサポートしている。 

　今年度は池田・会染合同の活動を４回実施した。回を重ねることによって少しず 

つ仲間づくりもできてきている。子どもの数が少なくなる中、幅広い友人との交流 

は子ども達にとって良い体験であるので今後とも続けられたい。 

 

㉑　交流センター管理運営 

住民が集う施設として親しまれ、有効に活用されている。いつ行っても大勢の人 

に利用されていて、にぎわいがある。フリースペースも利用者が多く、来館者数も 

年々増加している。これからも使いやすく文化活動を行う拠点となるよう管理運営 

に取り組まれたい。 

・年間来館者数　114,116 人（前年度より 19,337 人増） 

 

㉒　公民館講座　新池田学問所 

「楽しさ発見・なかま発見・ふるさと発見」の理念に沿った活動がなされている。 

　　ポレポレ塾では町外からの利用も可能としたため、多くの方が参加され活気のある 

事業が行われている。活気は周囲にも波及し、町民も喜ぶ。今後も町民が集い、楽 

しみ且つ学びとなる催しを続けられたい。 

 
会染児童センター 

（未就園児分）

254 人 △349 人

 

施設名 開館日数
登録児童数及び 

前年度との比較

 
池田 55 日 45 人（＋２人）

 
会染 54 日 28 人（＋５人）



 

㉓　男女共同参画推進 

男女共同参画社会を実現するため、地道に活動を続けている。 

　　今後も町民が楽しむ中にも考えさせられるような、良い企画を実施されたい。 

・男女共同参画講座開催　無料映画上映「日々是好日」　参加者 200 名 

 

㉔　図書館管理運営 

年間貸出人数が増えている。交流センター内にあり利用もしやすいので、今後も 

多くの方が喜んで利用出来るよう、引き続き充実したサービスや催しの開催に努め 

られたい。 

　また、施設などに出向いて高齢者へのよみきかせも行われている。今後も続けて

いただけたらと思う。 

 

 
項目 開催回数、参加者数 前年度との比較

 
みのり塾 ８回 271 人 ＋１回 ＋15 人

 
ふるさとチャレンジ塾 ９回 118 人 ±０回 ＋20 人

 
ポレポレ塾 14回 567 人 ±０回 △１人

 
みらい塾 ０回 ０人 △１回 △150 人

 

項　目
総数及び 

前年度との比較

一日平均及び 

前年度との比較

 

年間貸出冊数
48,043 冊 

△959 冊

166 冊 

△５冊

 

年間貸出人数
11,654 人 

＋196 人

40 人 

±０人

 
レファレンス 

(読書相談)

376 件 

△71 件



㉕　図書資料 

常に新鮮で適切な資料構成の維持がなされている。今後も同様に努められたい。 

 

㉖　美術館管理運営 

 　令和７年度までの指定管理者が、プレゼン時に提示された事業が実施されてお 

らず、目標としていた入館者数が達成できていない状況であった。令和８年度か 

らの新しい指定管理者に期待したい。 

 

 

 
項　目 実　績 前年度との比較

 
受入図書資料 2,619 冊 △287 冊

 
内訳 購入図書 2,139 冊 ＋57 冊

 
寄　贈 480 冊 △344 冊

 
除籍資料 989 冊 ＋35 冊

 
年度末蔵書数 86,847 冊 ＋1,630 冊

 
項　目 実　績 前年度との比較

 

指定管理者
静岡ビル保善株式会社 

期間　Ｒ５～Ｒ７年度

 
指定管理料 25,710,300 円 △2,910,700 円

 
展覧会開催数 11 回 ＋２回

 
入館者数 14,398 人 ＋4,382 人

 
入館者

内　訳

有　料 10,770 人 ＋4,085 人

 
無　料 3,628 人 ＋297 人

 
入館料収入 5,984,510 円 ＋2,661,840 円

 
販売額 18,003,958 円 ＋15,901,346 円

 
施設修繕料 104,500 円 △477,400 円



㉗　創造館管理運営 

　　　令和５年度より美術館・創造館一体で管理を委託している。イベントなどを開催 

されており、今後一層の活性化を期待する。 

　　※使用料は指定管理者収益 

 

㉘　多目的研修集会施設管理運営 

スポーツ、集会及び調理もできる施設なので、今後も有効に使われるよう働きか 

けられたい。 

 

㉙　公園管理 

管理施設が多岐にわたり、維持管理に苦慮している点が見受けられる。 

　木の伐採等今後も管理に努められたい。 

 
項　目 実　績 前年度との比較

 

指定管理者
静岡ビル保善株式会社 

期間　Ｒ５～Ｒ７年度

 
指定管理料 美術館費にて合算

 
利用者数 6,331 人 ＋376 人

 
使用料※ 1,133,360 円 ＋359,137 円

 
ワークショップ等 

実施回数

６回 

参加者　1,228 人

＋２回 

＋477 人

 
ピアノ半額デー 22日間　参加者 39 人 △２日間　＋７人

 
項　目 実　績 前年度との比較

 
光熱水費 1,069,874 円 ＋101,257 円

 
施設修繕料 292,985 円 △473,715 円

 
施設利用人員 6,829 人 ＋1,624 人

 
利用料収入 162,875 円 ＋56,375 円



 

㉚　各種体育施設の管理運営及び体育振興 

利用者に気持ちよく利用していただくために、施設の適正な管理に努められてい

る。 

各種大会等では、ママさんバレーの参加チームが２チームだけなのは寂しく感じ

られる。今後もスポーツ推進委員やスポーツ協会等と連携を密にして、事業を推進

し、健康やスポーツへの関心を高めてほしい。 

　　　指導者の確保等課題は多いと聞くが、町民の楽しみ、健康及び生活の彩のため 

活発な活動を期待する。 

 

 

 

 
項　目 実　績 前年度との比較

 
クラフトパーク電気料 11,022,676 円 △20,955 円

 
クラフトパーク施設修繕料 2,197,794 円 △75,161 円

 
休憩施設使用料収入　　　

店舗「臣喰館」

528,000 円 △5,312 円



 

 
施設名 項　目 年間実績 前年度との比較

 
総合体育館 利用人数 15,438 人 △4,624 人

 
利用料収入 1,660,225 円 △90,275 円

 
施設修繕料 970,863 円 △1,291,837 円

 
学校体育施設 利用人数 18,694 人 △2,927 人

 
利用料収入 424,450 円 ＋147,250 円

 
テニスコート 利用人数 6,845 人 ＋3,175 人

 
弓道場 利用人数 5,311 人 ＋538 人

 
テニスコート・ 

弓道場
利用料収入 116,100 円 △2,800 円

 
農村広場 利用人数 5,385 人 ＋1,380 人

 
利用料収入 10,500 円 ＋1,200 円

 
名　称 項　目 年間実績 前年度との比較

 
スポーツ推進委員会 ５回 △２回

 
各種大会・スポーツ教室 ７事業 △１事業

 

総合型 

地域スポーツクラブ

補助金 3,100,000 円 ＋138,000 円

 
教室数 20 ±０

 
参加者数 388 人 ＋118 人

 
松本山雅ホームタウン 

事業　運動教室

事業項目数 ３事業 △２事業

 
回数 ９回 △１回


